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あるかについて明らかにすること、第 2 は歴史 GIS データベースを構築し、それを用いて
時空間分析を行うことで河川舟運の盛衰過程の要因を考察すること、第 3 は河川舟運研究に

















河川舟運研究への歴史 GIS を用いた研究アプローチの有効性を明らかにすることができた。 
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川舟運の変化を明らかにする。河川舟運は 1 つの河川や 1 つの浜・港で行われるものでは
なく、河川と河川、河川と港、浜と後背地などのように、空間と空間をつなぎ、そこに様々






では、従来の河川舟運研究では検討されてこなかった GIS の有効性、歴史 GIS からのアプ
ローチの必要性についても検討したい。 
 具体的には、第2章では、近代の河川舟運に関する研究と歴史GISを用いた研究をレビュー





- 2 - 
 
流域を対象に、1890・1900・1906（明治 23・33・39）年の 3 時点における河川舟運を地図
化し、よりミクロな視点で舟運の地域差を分析する。 
次に、明治中期から昭和初期に編纂された統計や地図などの資料をもとに構築した歴史
GIS データベースを用いて、「明治中期」「明治中期から後期」「大正・昭和初期」の 3 つの
時期における淀川流域の河川舟運の変化について明らかにする。明治中期では、1889（明
治 22）年における船舶定繋地と明治 10 年代の浜・港の分布を地図化し、鉄道敷設が急速に
進む以前の河川舟運の状況を解明する。明治中期から後期では、1890・1896・1900・1906
（明治 23・29・33・39）年の 4 時点における河川舟運と、同時期の鉄道による乗車人員や
移出貨物量などを比較しながら、舟運の盛衰の地域差、舟運と鉄道との関係について検討
する。大正・昭和初期では、1913（大正 2）年から 1937（昭和 12）年における河川舟運の
変化を概観し、大正末期から昭和初期における駅周辺の舟運について検討する。これらの
検討を通して、第 7 章では、淀川流域における河川舟運の盛衰過程について考察し、河川
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討する。本稿では、淀川流域における河川舟運の可視化や時間的・空間的な分析を行うた
めに、地図を基盤としたデータベース構築・分析用の GIS ソフトウェアである ESRI 社の
ArcGIS を用いる。 
 
第 2 章 河川⾈運および歴史 GIS における研究動向と課題＜要約＞ 
 河川舟運研究における課題を挙げ、河川舟運研究に歴史 GIS を援用させることによって
どのような研究アプローチが可能かを明確にし、次章以降につなげる。従来の河川舟運研









 時間的検討については、上記と同様に、資料を Excel で統計表にし、それらの Excel デー
タと市町村単位の地図データを結合させることによって、年次ごとの地図が作成できる。
ここでは、1890（明治 23）年と 1900（明治 33）年の 2 時点における船舶数の変化を示して
いるが、河川舟運で使用された船舶が地域によってどのように変化しているのかを分析で



































らかになった。第 4 章以降では淀川流域を事例に、さらなる検討を進める。 
最後に、第 3.2 節では、第 3.1 表をもとに各水系の河舟石数や輸送力について検討したも
のの、それらの数値と本章で検討した流域単位における船舶数および舟夫を分析した結果
を比べると、三流域における河舟石数と船舶数の値が、あまりにも乖離しているように思
える。第 3.1 表に記載された 1899（明治 32）年の河舟石数は淀川が 256,032 石、利根川が
222,667 石、木曽川が 213,271 石と大きな差はないものの、1900（明治 33）年の船舶総数は
淀川が 32,157 隻、利根川が 45,018 石、木曽三川流域が 15,058 隻と、倍以上の差が生じてい
る。また、淀川流域のように航路延長が 89.64 里と利根川の 176.28 里と比べて極端に短い
場合、輸送力が高いのは当然である。黒崎が算出した水系当たりの輸送力（河舟石数（B）





第 4 章 明治中期における淀川流域の⾈運の実態 
―浜・港・船舶定繋地に着⽬して―＜要約＞ 
本章では、明治中期における淀川流域の舟運を検討するために、『徴発物件一覧表』（明
治 23 年版）に掲載された「船舶表」と「府県統計書」の 2 つを資料に、浜・港・船舶定繋
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と「府県統計書」、『鉄道局年報』を用いて 3 つの検討をした。1 つ目は、『徴発物件一覧表』
（明治 24・30・34・40 年版）を用いて、明治中期（1890（明治 23）年から 1896（明治 29）
年）と後期（1900（明治 33）年から 1906（明治 39）年）の船舶数の変化率を求めた。その






着目し、1910（明治 43）年の時点で最も多かった東海道線（神崎―山科駅間）では 740 万
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と下流の大阪市では、昭和 10 年代においても約 1 万隻存在していた。一方、衰退の著しい




に分類し利用者特性による舟運の実態に着目したところ、58 カ所のうち 26 カ所で工場によ
る舟運利用が確認できた。また、駅周辺に艀舟を有する駅が 18 カ所あり、「水陸連絡」や
「海運連絡」の機能を持つ都市部（大阪市・尼崎市）のみならず、都市郊外の寝屋川流域



























第 7 章 考察 および 第 8 章 結論＜要約＞ 
本稿の大きな成果として、以下の 3 つが挙げられる。1 つ目は、淀川流域における近代河
川舟運の盛衰過程をⅠ期「舟運発展期」、Ⅱ期「舟運再編期」、Ⅲ期「舟運停滞期」、Ⅳ期「舟







 上記でまとめられた本稿の結果から、以下 2 点の意義を指摘することができる。まず、
従来の河川舟運研究の課題で挙げた「空間的検討」と「比較研究」の問題についてである。
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